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　宇宙大作戦というわけの分からない邦題がつけられたスタートレック（Star Trek）には，

いろいろな野心的技術が登場する．その最たるものは，トランスポーター（物質転送機）で，

ソース物質の原子レベルの配置を目的地に送って再構成する．見ていて｢便利だなあ｣と思

っていたもう1つは万能翻訳機．どんな未知の星に行っても，学習フェーズがほとんどなし

で機能し，愛を語れたりする．もっとも，ほとんどすべての種族が英語を話していたような

気もするが．ここで｢翻訳機｣と言ったが，即時性を考慮すれば｢通訳機｣の方が正しいかも

知れない．

　今月号の特集は｢多言語自動通訳技術の実現に向けて｣で，片山博，奥村明俊がエディタ．

地球的なコミュニケーションの道具として文化的にも重要であるという位置づけらしい．た

だし，解決すべき問題はいろいろとあるようで，地道な研究が進んでいる，というのが実情

か．自動翻訳電話への道は長そうである．それでも，逐次通訳から同時通訳へ，制限つき

会話から非制限話し言葉へと，研究・開発のチャレンジは続いている，という．研究の基礎

データとしての，人間による同時通訳のデータベースとその解析が興味深い．訳出の遅れが，

日→英では英←日の約2倍であるという．

　もう1つの特集は｢研究会推薦博士論文速報｣で胡振江がエディタ．近頃ではいろいろな

産学連携組織が，修士論文や博士論文を漁っているという．大学でやっている実用性のな

い研究，論文のための論文，等々といった低評価を受けていた｢大学が生産する論文｣につ

いて，かなり低い歩留りであってもサーベイする価値が認められてきたからであろう．特に

博士論文については公的な評価という裏づけも（普通は）あり，研究内容もさることながら，

研究した人間自体という情報も貴重なはずである．

　｢インターネット環境におけるアクセシビリティ｣（斉藤隆他）は，以前から存在するアク

セシビリティの考慮対象を，インターネットを利用する場面にまで広げる活動の話．末尾に

述べられている｢後追いの技術開発では原理的に間に合わない｣という主張が印象深い．

　｢最近の技術動向：相互部分空間法への拡張とその応用事例｣（福井和広）は，“部分空間

法の今昔（いまむかし）”の後半部分．相変わらず理屈っぽい内容で，応用への記述がもう少

し欲しかったところ．

　｢ユビキタスコンピューティングの足跡と展望 ─エデンを探して─｣（Bo Begole ，益岡

竜介 )は，｢ユビキタス｣を偏在性，自然なやりとり，そして主体性の3方面から解説し，研
究動向を紹介している．全体的にはいささか平板な感じのする記事．

　「モンテカルロ木探索 ─コンピュータ囲碁に革命を起こした新手法｣（美添一樹）は，

2006年に登場した新しいアルゴリズムの紹介．手法の説明と理論的背景の解説が読みやす

い．ただ，｢コンピュータの力任せ｣の威力であることも確か．

　｢第1回UEC杯コンピュータ囲碁大会報告｣（伊藤毅志）は，上記の記事に続いて読むと

面白いが，棋譜解説がかなりマニアック．

　｢プログラミング・コンテストEPOCH報告｣（小林真也他）は，ACMのコンテスト ICPC

の入門版を目指した活動の報告．運営の方法は大変くふうされているが，ゲーム性の導入に

は賛否があろう．

　｢教育のための情報基盤の構築を目指して─教育学習支援情報システム（Course 

Management System）研究グループ─｣（美濃導彦）と｢ネットワーク生態学（NE）研究グル

ープ｣（林幸雄）は研究会千夜一夜のシリーズ．両者とも研究会ではなく研究グループとし

て活発に活動している様子が分かる．（Nimble Jack）
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